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作成した。ここで、ルーブリックとは、パフォーマン
スの成功のレベルを示す数段階の尺度と、各レベルで
期待されているパフォーマンスの特徴から構成される
評価基準表である。2010年度は、パフォーマンス評価
論を軸に据えた共同授業研究が行われた。
４．�011��の取り組み
　以上の研究蓄積を踏まえたうえで、2011年度は、
2010年度の研究を発展的に引き継ぎ、研究部会の共通
のテーマとしてパフォーマンス課題を取り入れた授業
づくりが進められた。６月と９月の研究授業に焦点を
当てるものの、研究部会の教師全員が一度はパフォー
マンス課題を取り入れた授業を考案し、各学年の教師
と共同で練り上げてきた。こうして、算数科部会の研
究成果を教師全体で共有した。この時、パフォーマン
ス課題のように正誤による単純な評価が難しい授業で
は、子どもの作品例や記述例を具体的にイメージする
ことが必要になる。そこで、本年度は指導案に予備的
ルーブリックを明記した。授業前に子どもの表現を事
前にイメージし、記述しておくことで、子どもを次の
段階に伸ばすにはどのような手立てが必要なのかが明
確になり、指導に生かすことができる。
　以上の研究方針の下で、６月と９月の研究授業に焦
点化して研究を進めた。そのために、４月に研究部会
においてパフォーマンス評価に基づく授業を行うこと
が確認された。その後、５月の高倉小の全体研究会に
おいて、昨年度の事例を交えながら、パフォーマンス
課題に関する研修を大学院生が行った。こうしてパ
フォーマンス課題に関して、高倉小全体で共有を図っ
たのち、６月に単元「折れ線グラフ」（４年生）にお
いて授業研究を行った。ここでは、単元の全体を通じ
て「高倉小学校をグラフにしよう」という問題場面を
設定し、同小のさまざまなデータをグラフとして表現
し、説明を加えるというパフォーマンス課題が出題さ
れた。
　図２に示した子どもの作品は、2000年から2011年に
かけて高倉小に入学した子ども数の変化を表している。
ここで、緩やかな変化は青い線、ほぼ横ばいは黄色い
線、急激な変化は赤い線として表現されている。単に
学習した内容をそのまま表現するだけなく、子どもが
自分で考えた工夫を施すことで、視覚的にわかりやす
いグラフとなっており、子どもは学習内容を深く理解
していることが読み取れる。
　９月には単元「おおきさくらべ」（１年生）の研究
授業を行った。ここでは、長さやかさの比較や、時計
について学習する。パフォーマンス課題としては「く
らべ大王からの挑戦状」という物語の文脈を設定し、
「一番短い道を見つけよう」という課題が設定された。
ここでは、子どもは直接比較や間接比較（ひも、紙
テープ）、個別単位（ブロック、積木）など様々な比
べ方で、宝の地図から近道を探した。
　「パフォーマンス課題」を導入することで、課題に
取り組む必然性が生まれる。１年生では、物語の場面
を取り入れ、長さを比べる課題に必然性を生み出した
結果、子どもたちは意欲的に学習に参加していた。そ
の一方で、この授業実践を通じて、ひもや紙テープに
長さを写し取り、しるしをつけて切る、ブロックであ
れば、並べたのち、個数をメモするなど、学校生活全
体の中で培われていくような個々のスキルが未習得で
あることが多いため、課題を通じて、どのようなスキ
ルが必要とされるのかを具体化し、事前に経験させる
ことが肝要であることが明らかになった。
　以上の６月と９月のいずれの授業においても、教育
評価論を専門とする教育方法学研究室の教員も授業を
見、指導助言を行った。また、この２つの授業に関し
て、��大学大学院教育学研究科で行われている演習
「教育方法学研究」において、事前検討会と事後検討
会を行った。こうした２つの主な研究授業を経て、１
月に公開研究会を迎え、質の高い授業が行われた。
５．�わり�
　今年度、パフォーマンス課題を取り入れた授業づく
りを軸に据えて研究を行った。研究部会全体の取り組
みとしてパフォーマンス評価が取り入れられた最初の
年度であったため、パフォーマンス評価論について高
倉小と十分に共通理解が図れているとは言い難い。そ
のため、今後の課題として継続的に取り組む必要があ
る。教育実践コラボレーション・センターは本年度で
区切りを迎えるものの、研究室の側、高倉小学校の側
の双方とも、共同研究を続けていくことに意欲的であ
り、今後も何らかの形で、共同授業研究を続けていく
予定である。
 （文責：大下　卓司）
▶図２　子どもの作品例
▶図３　�さを比較する様子
